
大会関係者の円滑な輸送と経済活動の両立を図る取り組み

・大会期間中は、選手等の大会関係者が専用の車両を使って各競技会場等へ移動することに加え、
観客の皆様の移動が発生するため、交通混雑の緩和の取り組みが必要。

愛知・名古屋２０２６大会ＴＤＭ推進プロジェクト

■取り組み概要

・道路が混雑する時間帯や場所を避けた移動を周知

・名古屋都市部は公共交通機関やタクシーの利用を推奨

・安全のため地域の生活道路への進入抑制を呼びかけ

■具体的な取り組み

・組織委員会、交通事業者、高速道路会社、行政等で構成される

「愛知・名古屋2026大会に係る交通マネジメント検討会」を開催

し、ＴＤＭ※の取り組みを確認

 ①交通総量抑制に重点的に働きかける地区及び主要道路を設定

 ②その他交通混雑の緩和の推進を働きかけるエリア及びルートを設定

 ③HP、SNS、チラシ、ポスター、横断幕等による広報を実施

・主要な輸送ルート上は車線規制を伴う路上工事を抑制

・各種団体、企業及び地域の皆様、報道関係者の皆様に広く協力を

呼びかけ

※ TDM（交通需要マネジメント）とは、道路利用者の時間の変更等により交通行動の
変更を促すことで道路交通混雑を緩和する手法
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